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保険税額

所得額

課税限度額の見直し

【改正前】 【改正後】

基 礎 課 税 額 ： ６１万円 → ６３万円

介護納付金課税額： １６万円 → １７万円
後期高齢者支援金等課税額：１９万円（据え置き）

高所得層の課税限度額を引き上げ、

より多く負担してもらうことで、

中間所得層の被保険者の負担を軽減する。

住民課 

 

賦課限度額の見直しについて 

 

地方税法施行令の一部を改正する政令が令和 2年 4月 1日に施行された

ことに伴い国民健康保険税の課税限度額の見直しをするもので、国民健康

保険税の算定をする際の課税限度額のうち基礎課税額いわゆる医療分に

係る課税限度額を 61 万円から 63 万円に、介護分の課税限度額を 16 万円

から 17 万円に引き上げるものです。医療分、介護分の引き上げによりま

して、据え置かれた後期高齢者支援分 19 万円を合わせますと賦課限度額

の合計額は 99万円となります。 

 

                

   


